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はしがき 
 

本報告書は、日本財団の 2015 年度助成事業「船舶関係諸基準に関する調査研究」の一環として、大気汚染

防止基準整備プロジェクトにおいて実施した「大気汚染防止基準整備のための調査研究」の成果をとりまと

めたものである。 

本プロジェクトでは、IMO（国際海事機関）の MEPC（海洋環境保護委員会）及び PPR（汚染防止・対応）

小委員会での審議に関する検討として、大気汚染防止基準整備のための調査研究を実施した。具体的には、

現在 IMO において行われている、国際海運から排出されるブラックカーボンの適切な計測方法の特定に係

る検討に関し、候補として挙げられている複数の計測方法を用いた BC の計測を行い、その結果を纏めて本

年 2 月に開催された PPR3 に提案文書として提出したほか、昨年 5 月に開催された MEPC68 において改正さ

れた SOx スクラバに係るガイドラインに関し、排水の pH 値計算を通じた排水分布状態の検証、計算条件と

して使用する海域毎の海水性状の調査、低 pH 値の排水による船底塗料への影響の調査等を実施した。
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